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1 はじめに
HTML5の策定が進んでおり，主要なブラウザが対

応に取り組んでいる．既にHTML5で記述されたWeb
ページも存在し，今後の HTML規格の主流となるこ
とが予測される．
本研究では Web オーサリングツール Amaya に

HTML5 編集機能を実装した．実装の方針として，
HTML 4との違いに着目した．既存のHTML 4編集機
能を再利用しつつ，HTML5専用の処理を加え，編集
対象の文書のタイプによってHTML 4用とHTML5用
の処理を切り替えるようにした．追加機能として，文
書構造の直感的な把握を補助するため，構造を示す要
素の可視化機能を作成した．

2 Amaya
Amaya は W3C と INRIA が共同で開発した Web

オーサリングツールである．W3Cが策定した規格や新
しい機能のデモンストレーションを目的として作成され
た．HTML 4.01，XHTML 1.0，1.1，CSS 2.0，HTTP
1.1などに対応しており，ブラウザの機能も含まれる．
図 1はAmayaの起動画面である．WYSIWYGのよ

うに編集ができ，メニューやボタンから要素・属性の
挿入や変更ができる．段落やリストなどの構造を考慮
して要素を挿入する機能を持ち，文書構造を重視した
編集に特長がある．

図 1: Amayaの起動画面
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3 実装

3.1 処理の概要

AmayaはThot[1]という文書編集ツール開発システ
ムを基盤に作成されている．要素が持ち得る属性，属
性値，子要素，表示，外部出力する際の形式，イベント
発生時の処理の情報を Thot独自の言語で指定し，こ
の情報に沿うように Thotがエディタ全体を制御する．
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図 2: Amayaの処理の流れ

図 2に Amayaの処理の流れを示す．Amayaの内部
では要素・属性・属性値を内部識別子で管理している．
要素名や属性名，属性値を解析し，マッピングテーブ
ルを参照して内部の識別子に変換する．

3.2 処理構造の変更

HTML 4では指定する DTDによって使用可能な要
素や属性が異なる．これに対応するために，Amayaは
DOCTYPE宣言からDTDの種類を判別し，その結果
とマッピングテーブルの情報を用いて，文書中の要素・
属性が使用可能か判断する．使用可能なものは構造木
に挿入され，Thotが定義ファイルの情報に従って管理
する．構造木に挿入されたものは許可された要素・属
性であることが保証されるので，HTML 4の異なるド
キュメントタイプ同士でも共通の定義ファイルで管理
できる．
HTML5編集機能の実装にあたり，既存のマッピン

グテーブルと定義ファイルに HTML5の要素などを加
え，DTDの一種のように扱うことを試みた．しかし，
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グローバル属性やコンテントモデルなどの，構文規則
にかかわる大きな変更があるため，既存の定義ファイ
ルを使用できなかった．そのため，HTML5専用のマッ
ピングテーブル，イベント定義，構造定義，表示定義，
出力定義，解析機の一部を作成し，HTML5を読み込
む際にこれらを使用する．

3.3 定義の変更

HTML5 の定義は HTML 4 のものを基にした．
HTML 4からの変更点 [2]を参考にしながら，廃止ま
たは継続して使用する要素・属性の定義を書き換えた．
廃止要素の表示定義を残し，UIと子要素の設定を変更
することで，表示はするが，新たに挿入されないよう
にした．新規要素を追加するために，情報をマッピン
グテーブルや定義ファイルに記述した．表示定義につ
いては [3]に従い，ブラウザの一般的な表示に近づけ
た．もっとも変更があったのは各要素が子要素として
持ち得る要素の規則である．HTML 4は DTDでその
規則を定義していたが，HTML5では DTDが廃止さ
れた．代わりに，カテゴリーと呼ばれる似た特徴を持
つ要素のグループを用いて，HTML5の仕様書内で定
義している．そこで，カテゴリーを表す内部要素を作
成し，Thot定義ファイルの中でカテゴリーの概念を再
現した．

3.4 UI
廃止要素の挿入を防ぐために，HTML5編集時には

廃止要素の挿入メニューとボタンを無効にした．同様
に，HTML 4 編集時に HTML5 の新規要素の挿入メ
ニューを無効にした．

4 構造の可視化機能
HTML5で新たに構造を表す要素が追加された．構

造を示す要素の多くは表示に影響しないため，ブラウ
ザではその存在が確認し難い．本ツールにソースや構
造木の表示機能があるが，全体の文書構造を直感的に
把握することに向かない．解決策として構造を表す要
素の可視化機能を作成した．
HTML5の仕様書 [4]の Sections項に定義されている

要素である article，section，nav，aside，hgroup，
header，footer，addressと divを可視化の対象に
した．Sections項で定義されている要素は他に h1，h2，
h3，h4，h5，h6，bodyがあるが，bodyは表示上の全
部分にあたることや，h1，h2などは表示上で確認でき
ることから対象から除外した．divは Section項には
ないが，表示に影響せず，一つの固まりを表す要素の
ため対象に加えた．メニューから可視化の有無の切り
替えができる．
図 3は同じHTML文書を読み込み，可視化の有無の

みを変更した画面である．このHTML文書はarticle，
section，nav，header，footerを使用しているが，可
視化していない左の表示ではその存在や範囲が確認で
きない．一方，可視化機能を有効にした右の表示では，
要素の位置や内容が直感的に把握できる．
それぞれの要素の表示をデフォルトで，図 3の右の

画面のように要素の周りを四角で囲むように設定して
あるが，ユーザが変更することも可能である．表示は

図 3: 構造可視化機能

Amayaのインストール時に作成されるフォルダ中にあ
る設定ファイルで指定され，内容を通常のCSSと同じ
要領で書き換えることで表示を変更できる．このファ
イルを削除した場合は，次回の起動時にデフォルトの
設定ファイルが再度作成される．

5 おわりに
本研究ではHTML 4の編集機能を利用してHTML5

の編集機能を実装した．構造を表す要素の追加にあわ
せて，それらの要素の可視化機能を実装し，文書構造
を意識した編集に対する利便性を向上させた．
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